
線量限度

線量限度 せんりょうげんど

 放射線被ばくの制限値としての個人に対する線量の限度で、ICRPの線量制限体系の一つの要件であ
る。線量限度は、確定的影響に対する線量に対してはしきい値以下で、癌などの確率的影響に対して
は、しきい値がなく、そのリスクが線量に比例するという仮定の下に、容認可能な上限値として設定さ
れている。 線量限度には、自然放射線と医療による被ばくは含まない。実効線量と等価線量の限度
が、職業人と一般公衆の個人に対してそれぞれ勧告されており、日本をはじめ、各国の法令に採用され
ている。当初は線量当量限度と表記されていたが、平成12年に国際放射線防護委員会（ICRP Pub.60）
勧告の取り入れにより、「線量限度」に改正された。組織線量当量も同様に「等価線量」に改正され
た。
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